２００６年１０月の訪問者数動向について
概要
１０月の訪問者総数は、前年同月に比べて１４.１％と大幅に増加し、合計８,５１５人であった。１月～１０月までの累計では、８７,４４３人で１０％の増加となっている。
訪問目的
「観光」目的の訪問が、前年同月比で１６.７％増え、合計３,１７２人、一方、「親戚・知人訪問」は、２７.２％増え、合計３,１３９であった。全体に占める割合はともに３７％で、この２つの分野で、合計１,１２７人増えている。「スポーツ」目的の訪問は、７８.３％のプラス成長となっており、合計１０７人、また、全体の９％を占める「商用」での訪問は、９.２％の増加があり、合計７６８人であった。しかし、「その他」の分野では－１２.３％を記録した。
なお、「観光」目的全体の７２％は、ニュージーランドとオーストラリアからの訪問者が占め、「親戚・知人」訪問の７０％は、ニュージーランドとアメリカンサモアからの訪問者となっている。
マーケット

訪問者数の最も多いマーケットは、全体の３７％の割合を占めるニュージーランドで、前年同月比で１７.２％増え、合計３,１１１人であった。そして、ともに２１％のマーケットシェアとなったオーストラリア、アメリカンサモアが続くが、オーストラリアの伸びが顕著で、前年同月に比べて４１.２％の増加があり、合計１,８２７人であった。一方、アメリカンサモアは、５.１％の僅かな伸びで、合計１,７６５人であった。また、７％の割合を占めるアメリカからの訪問者は、合計５８２人で、８.２％増えている。
イギリスからの訪問者は、どの目的分野でも増加が見られ、全体で５９％増え、合計１６７人であった。しかし、太平洋島嶼国、スカンジナビア、クック諸島、アジア諸国（日本、中国を除く）はマイナス成長となり、特に太平洋島嶼国からの訪問者は、５５.７％もの減少だった。なお、日本人訪問者は、合計５３人で、前年同月比、８.２％の増加であった。

訪問者のプロフィール
性別ごとの訪問者数は、男性が５５％、女性が４５％の割合となっており、年齢別では、２５歳～４４歳の割合が３５％と最も多く、１０.４％の増加があった。続いて４５歳～６４歳の層が３３％を占めており、１１.５％増えている。なお、１４歳以下の訪問者は、前年同月比で２５.６％増えており、ファミリーでの訪問が多いことを示している。
航空会社
利用航空会社別では、ニュージーランド航空とポリネシアンブルー航空がそれぞれ３４％、３０％の割合を占めており、２つを合わせると全体の６４％の割合となっている。また、ニュージーランドからの訪問者は、ニュージーランド航空、オーストラリアからの訪問者は、ポリネシアンブルー航空の利用が最も多い。
空路による入国が、全体の９７％を占め、総数で８,３２０人であった。一方、海路からの入国者数は、３％にあたる１９５人であった。
